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平成��年度の鹿屋体育大学男子バスケットボー
ル部は, 九州学生バスケットボール男子１部リー

グ上位４チームの中で, 平均身長が�������で最
短身だった (九州産業大�������, 九州国際大 �������, 福岡教育大�������)｡ また, 九州３位

代表 (九州地区３枠) として８年連続��回目の出
場を果たした全日本学生バスケットボール選手権

大会 (インカレ) においても, 各地区予選を勝ち

上がってきた出場��チーム中最短身だった｡ ��年
度は, 推薦入学者が合計３名という全国的に厳し
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い状況で活動してきたが, 個人能力で劣る部分を

チームプレイでカバーする戦術を重視してきた｡

その代表的な攻撃戦術がスクリーンプレイである｡

このスクリーンプレイは, スクリナー (スクリー

ンをセットするプレイヤー) の存在を利用して動

こうとするスクリーンユーザーと呼ばれるプレイ

ヤーのディフェンス１人を, そのユーザーとスク

リナーの２人で同時に攻めることによって空間を

作り, 空間を活かすプレイで, アフタースクリー

ン (スクリーン後の動き) も含めて様々な ｢間｣

を支配し, 数的有利を作ろうとする集団攻撃戦術

である４)｡ 日本バスケットボール協会は, ジュニ

ア期のプレイヤーを対象とした指導書の中でスク

リーンプレイを取り上げ, 確実に習得し武器とし

て磨いていかなければならないチーム戦術である

と述べている４)｡ スクリーンプレイに関する研究

については, スクリーンプレイを紹介したもの２)

に始まり, 習熟過程を評価したもの１) を経て,

ゲーム分析によりスクリーンプレイを検証したも

の５) ６) ７) ８) がみられる｡ そこで本研究では, 本

学の九州学生バスケットボール１部リーグ戦での

戦いを, スクリーンプレイに着目して検証するこ

とを目的とした｡ ��� �����
平成��年度九州学生バスケットボール１部リー
グ戦 (インカレ予選) 男子６チームによる��試合
と, １次リーグの上位４チーム (表１) による決

勝リーグ６試合の計��試合を対象とした｡ なお,
比較対象は, 決勝リーグに進出した４チーム (優

勝：九州産業大学, ２位：九州国際大学, ３位：

鹿屋体育大学, ４位：福岡教育大学) である｡�������
本研究では, スクリーンプレイを, ボールに絡

むスクリーン８) (オンボールスクリーン) として

インサイドスクリーンとアウトサイドスクリーン

の２種類, ボールに絡まないスクリーン８) (オフ

ボールスクリーン) としてバックスクリーンとダ

ウンスクリーンの２種類の計４種類に分類して

(図１) 分析を行った｡

これらのスクリーンを利用してシュートした,
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もしくはシュートをしようと攻撃した場合を集計

した｡ なお, スクリーンを利用してシュートが入っ

た場合を成功, スクリーンを利用したもののシュー

トが入らなかった場合を準成功, スクリーンを利

用したが何らかのミスをしてシュートまでいけな

かった場合を失敗とした｡ シュート時にファウル

をされフリースローを１本以上決めれば成功, １

本も入らなかった場合は準成功とした｡ シュート

前にディフェンスにファウルされた場合は準成功

とし, オフェンスファウルの場合は失敗とした｡������
平均値の差の比較については, 一元配置分散分

析を用いた｡ その結果, Ｆ値が有意であったので,

さらに多重比較を行った｡ 割合の比較については,

率の区間推定値から有意差の有無を求めた｡ 有意

水準は全て�＜����とした｡�����������������������
１試合当たりのスクリーン利用回数の平均を比

較したのが図２である｡ 最も利用していたのは鹿

屋体育大であり, 続いて九州国際大, 福岡教育大,

九州産業大の順であった｡ 鹿屋体育大は, 他の３

チームよりも有意にスクリーンを利用してシュー

トへ結び付けようとしていた｡ 鹿屋体育大は, 個

人能力で他大学に劣るところを, チーム戦術の一

種であるスクリーンプレイを重視して味方選手を

フリーにしようとして戦った｡ 鹿屋体育大より上

位の九州産業大 (優勝) は, 豊富な練習量による

走力を生かしたランニングプレイを重視して戦っ

ていたと思われる｡ 九州国際大学 (２位) は, 個

人能力の高い選手を起点とする１対１からの攻撃

が重視されていたと思われる｡���������������
大学別の利用したスクリーン種類別の割合につ

いて比較したのが図３である｡ インサイドスクリー

ン, バックスクリーンは４チーム間で有意差はみ

られなかった｡ アウトサイドスクリーンの割合は,

九州産業大が最も高く, 最も低い鹿屋体育大と有

意差がみられた｡ ３ポイントエリアからの長距離

シュートの能力が高い九州産業大は, 主に外角の

プレイヤーを活かすために, アウトサイドスクリー

ンを多用していたと思われる｡ ダウンスクリーン

の割合においては, 鹿屋体育大が最も高く, 九州

産業大, 九州国際大と有意差がみられた｡ 鹿屋体
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育大は, インサイドプレイヤーに中距離のシュー

ト力があり, 主に彼らにゴールから離れてフリー

の空間を作る戦術であるダウンスクリーンを多用

していたことが明らかになった｡�������������
大学別のスクリーンを利用した後の成功率を比

較したのが図４である｡ 成功の割合では, 鹿屋体

育大が他の３チームと比較して有意差はみられな

いものの低い傾向にあった｡ 一方, 主にスクリー

ンを利用したがシュートを落とした準成功の割合

では, 鹿屋体育大が最も高く, 最も低い福岡教育

大と有意差がみられた｡ また, 失敗の割合では,

福岡教育大が最も高く, 最も低い九州産業大と有

意差がみられた｡ スクリーンを利用し, 成功させ

るためには, スクリーンをセットしたことにより,

ディフェンスがどのような状況になったかを瞬時

に観察し, 判断する能力を向上させることが重要

であると思われる｡ ２対２の状況に限定した場合,

オンボールスクリーンでは, ユーザーがスクリー

ンを利用してすぐさまシュート, もしくはドライ

ブイン, スクリナーへパスを出す等がある｡ オフ

鹿屋体育大学学術研究紀要 第��号, ����

－��－

図３ 大学別スクリーン利用種別割合

図４ スクリーン利用後の成功率割合



ボールスクリーンでは, ユーザー, もしくはスク

リナーへのパスがある｡ さらにパスを選択した場

合には, パスの種類 (ワンハンドプッシュパス,

フックパス, オーバーヘッドパス等) や, ボール

の軌跡 (バウンスパス, ストレートパス, ループ

パス) のパスのスキル３) の向上も重要であろう｡

これらのスキルが正しく使えないと, せっかく味

方をフリーにしても受けづらかったり, 途中でディ

フェンスにボールを奪われる場合がある｡ 以上の

スキルの向上を追求していくことが, 今後鹿屋体

育大学男子バスケットボール部がスクリーンの成

功率を高めるための課題であると思われる｡��� �
本研究では, 鹿屋体育大学男子バスケットボー

ル部の平成��年度九州学生バスケットボール１部
リーグ戦での戦いを, スクリーンプレイに着目し

て検証することを目的とした｡ 分析対象のスクリー

ンプレイは, インサイドスクリーン, アウトサイ

ドスクリーン, バックスクリーン, ダウンスクリー

ンの４種類である｡ この結果, 以下のことが明ら

かになった｡

１. １試合当たりのスクリーン利用回数で, 最も

利用していたのは鹿屋体育大であり, 続いて九

州国際大, 福岡教育大, 九州産業大の順であっ

た｡ 鹿屋体育大は, 他の３チームよりも有意に

スクリーンを利用してシュートへ結び付けよう

としていた｡

２. 大学別の利用したスクリーン種類別の割合に

ついて, インサイドスクリーン, バックスクリー

ンは４チーム間で有意差はみられなかった｡ ア

ウトサイドスクリーンの割合は, 九州産業大が

最も高く, 最も低い鹿屋体育大と有意差がみら

れた｡ ダウンスクリーンの割合は, 鹿屋体育大

が最も高く, 九州産業大, 九州国際大と有意差

がみられた｡

３. 大学別のスクリーンを利用した後の成功率の

比較について, 成功の割合では, 鹿屋体育大が

他の３チームと比較して有意差はみられないも

のの低い傾向にあった｡ 一方, 主にスクリーン

を利用したがシュートを落とした準成功の割合

では, 鹿屋体育大が最も高く, 最も低い福岡教

育大と有意差がみられた｡ また, スクリーンを

利用したが何らかのミスをしてシュートまでい

けなかった失敗の割合では, 福岡教育大が最も

高く, 最も低い九州産業大と有意差がみられた｡� �
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